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９月22日（日）に開催する「第１５回 たかつきNPO協働フ

ェスタ」の全体説明会を行います。展示、ステージ、フリー

マーケット等で参加をされる団体は、ご出席ください。

なお、事前にお知らせしましたSDGｓの１７の目標について、

団体として何に該当するのかも、考えておいてください。

今年のテーマ、『みんなで創る未来のたかつき』をＮＰＯや

市民活動団体みんなで思い描きましょう。

8月３日（土）「第50回市民フェスタ高槻まつ

り」の参加に向けて、高槻音頭のおどりの練習

をします。皆さん、ご参加ください！

今年の工作教室は，「チョークアート」です。カラ

フルなチョークを使って、それぞれの個性が光る作

品が完成します。詳しくは、８月号「たかつきDAYS」、

サポートセンターホームページをご覧ください。

夏休みだし講座
和食のもととなる出汁（だし）について、大阪ガス

株式会社の講師の先生に教えていただきます。今回

は、小学生と大学生が一緒に学ぶ企画です。

８月22日（木）1８：00～

於；高槻市立総合センター

６階 C６０１号室

新規登録団体・・・マザープレイス、パラソル

夏休み工作教室

日時： ８月８日（木）１0：00～

場所： 高槻市市民交流センター

3階 創の工房

講師： 勝永浩野さん

（チョークアーティスト）

対象： 市内小学生 20名

費用： 500円（受付8/3～）

日時： ８月19日（月）14：30～

場所： 高槻市市民交流センター

3階 食の工房

講師： 松澤 宏樹さん（大阪ガス株式会社）

大阪ガスクッキングスクール講師（栄養士）

対象： 市内の小学生 16名

内容： だしのお話＆だしを使った調理

費用； 無料（受付7/20～ ）

持ち物： 筆記用具、エプロン、三角巾、

食器用ふきん、水筒

協力； 大阪ガス株式会社、大阪ガス

クッキングスクール、学生団体KUMC

※ いずれも、お申込みは、
☎ ６６８－１７８１サポートセンターまで



保養キャンプの開始は、実は2013年の夏です。２０１１年

３月の原発事故後、後に保養キャンプ実行委員となる人

達はそれぞれに胸を痛め、自分に何ができるかと考えて

いました。事故当初、高槻とその周辺には避難者が多く

いました。そのうち、原発ごみ持ち込みの懸念、学校給食

食材への不安など持ち上がり、原発事故は自分事になっ

ていきました。高槻で何かできないか、被災地から遠く離

れた場所だからこそできることを、と考えたのが、被災し

た子どもを受け入れる保養キャンプでした。

そして２０１２年１１月からキャンプに向け活動をはじめ、

翌年の夏に開催にこぎつけました。

キャンプ宿泊地となる学校法人行信教校は、東五百住

町の常見寺境内にある僧侶養成の学校です。ご住職の

ご理解をいただいて、第一回から会場として使用させて。

いただいています。

キャンプ中に関わるボランティアは毎年約１００人に上り

ます。早朝、掃除のためだけに来られる方、泊まりがけで

世話に当たる方など、動き方はそれぞれ。関わる世代も

まんべんなく、10代から９０代まで。地域の方が基本です

が、中には行信教校時代に関わられたつながりで、熊本

から来られるお坊さんもいらっしゃいます。大学４年生の

高谷さんは、高校生で参加以来のボランティア・リーダー。

今年は「あぶねっと（地域のＮＰＯ団体等への参加体験）」

の一環で阿武野高校から６人の学生が参加する予定で

す。

ボランティアのきっかけはさまざま。関わることを機会

に色々知ってもらえたら、というのが事務局の姿勢です。

－２ー

今年で七回目開催となるたかつき保養キャンプ。原発事故のあ

った福島県を中心に、学校の夏休みに合わせて子どもを招待し、

ここ高槻で一週間保養してもらおうという活動です。事務局の松

野尾さん、笠村さん、大学生の高谷さんにお話を伺いました。

“とかいなか”高槻での一週間。摂津峡やフィールド・

アスレチックなど、存分に自然を満喫します。食事は全

て安心して口にできるものを用意。体調管理は地元の

病院の協力を得て適切に行われます。被災地から少し

でも遠く離れた場所で、安全に過ごすこと。一週間と

いえど保養の効果は、チェルノブイリ原発事故以降の

調査で科学的に実証されているそうです。

そして今年のキャンプは7/26（金）～8/1（木）の日程

で行われます。昨年度のキャンプ終了から次に向けて

準備を進め、今月の始めにはボランティア対象の説明

会を開き、後は子ども達を待つばかりになっています。

キャンプ参加者の中には、原発事故後生まれの子ど

もも含まれるようになってきました。それでも、被災地

に住むということは、長期にわたる低線量被ばくの影

響の可能性も完全に否定はできません。一週間でも子

どもたちの成長を守り、喜ぶ姿を見たい。だからこそ、

希望のある限りずっと続けたい、というのが事務局皆

さんの思いです。

今年で五回目の関りとなる、若い世代の高谷さんは、

「キャンプを長く続けていくために自分に何ができる

のか、考えて」、主体的に関わる頼もしい存在です。地

域で支えていくために、地元の友人らに声掛けをして、

誘ったメンバーが次々と繋がってキャンプを盛り上げ

ていきたいと考えています。

子ども支援という目的で、世代を超えて集まる人達

はキャンプを経て仲間意識が芽生えるそうです。それ

が保養キャンプを支える側の醍醐味なのでしょう。

見
学
ご
希
望
の
方
は
、事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

http://takatsukicamp.blog.fc2.com/
連絡先 080-5638-4638（事務局：松野尾）

http://takatsukicamp.blog.fc2.com/
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●日 時 2019.8/0日（土） 17：30 JR高槻駅集合
雨天中止

●会 場 高槻・淀川鵜殿
●参加費 大人200円、中学生以下100円

（資料、保険代含む）
＊持ち物等、詳細はお問い合わせください。
●問合せ 茨木・高槻自然に親しむ会

斎藤 090-4293-7404

夏から秋の野外はワンダーランド

ツバメのねぐら入りショーを
観察しよう！

８/
10（土）

●日 時 2019.8/17（土） 10：00～11：45
●会 場 クロスパル高槻 第6会議室
●参加費 200円
●募 集 受け付け順に、各クラス15名

クラス・園児～1年生、2～3年生、4～6年生
●問合せ シルバーアドバイザー高槻

三橋 090-5058-1430

シニアの皆さんが教えてくださいます

夏休み子ども工作教室
８/
17（土）

お父さんのための魚とり講座

●日 時 2019.7/27（土）
●会 場 あくあぴあ芥川周辺
●問合せ あくあぴあ芥川 072-692-5041

自然が好きな人、ふるさとの芥川が大好きな人

７/
27（土）

一緒に楽しみませんか！

●日 時 2019.8/3（土） 10：00～12：00
毎月第1、第3土曜日に開催

●会 場 富田ふれあい文化センター
3Fパソコン実習室

●参加費 無料
●問合せ NPO法人 高槻ボラパソ 090-3659-1734

８/
３（土） IT及びパソコン関連相談会

初級以外の相談には対応出来ない場合があ
ります

「初級」限定です

●日 時 2019.8/3（土） 10：00～12：00
毎月第1、第3土曜日に開催

●会 場 富田ウォールクライミングジム
＊見学・ボランティア希望の方はお問い
合わせください！

●問合せ NPO法人 ノーマライゼーション高槻
072-670-5150

８/
３（土） ウォールクライミング

一般の方々もご利用いただけます

絵本と≪ジェンダー≫カフェ

●日 時 2019.7/23（火） 13：30～15：30
●会 場 「生きがい工房」（城北町1-1-14）
●参加費 会員500円、非会員1000円
＊同ビル3Ｆに保育ルームあり
●問合せ NPO法人 SEAN 072-669-7411

E-mail：station@npo-sean.org

おすすめ絵本など持ち寄って、自由におしゃべり
する集まりです

７/
23（火）

どなたでも自由に参加できます

●日 時 2019.8/23（金） 13：30～115：00
●会 場 愛仁会リハビリテーション病院

3F ふれあい広場
●参加費 800円
●問合せ coco縁側 ながくぼ 090-3621-3012

みんなで懐かしい歌、一緒に歌いましょう

うたごえCOCO
８/
23（金）

昭和の歌声喫茶「ともしび」の歌集を使用

●日 時 2019.7/30（火） 19：00～（開場18：30）
●会 場 周amane

(大阪市中央区平野町4-5-8 井上ビル3F)
●入場料 1500円＋別途1ドリンクオーダー

（収益の一部がビッグイシュー日本に寄付されます）
＊要予約→amusie.nao@joy.ocn.ne.jp
●問合せ ビッグイシュー日本

アムジー稲本 090-4308-7368

７/
30（火）

ビッグイシュー講談会

講談師・玉田玉秀斎さんが語る！

第7回

mailto:station@npo-sean.org
mailto:amusie.nao@joy.ocn.ne.jp


◆ ２０１９年度 生命保険協会
元気シニア応援団体に対する助成活動ム

《目的》
地域社会において、高齢者を対象にした健康管
理・増進、自立支援、生きがいづくり等の活動に
取り組んでいる⺠間⾮営利の団体、ボランティア
グループ、特定⾮営利活動法人（ＮＰＯ法人）等
に対し、資金の助成を行うことで、高齢者が健や
かで心豊かに生活できる地域社会の環境整備に寄
与し、地域福祉の一層の推進を図る。
《助成対象の活動》
➀高齢者を対象にした健康管理・増進、自立支援、生
きがいづくり等を行う活動
②構成員だけでなく、地域の高齢者等の参加が可能な
活動
③日本国内で行う活動
《助成金額》
1団体あたり上限額12万円
《申請方法》
所定の「助成申請書」の必要事項を記入・捺印し、正
本1部・副本（コピー）1部・下記4種の「必須添付書
類」を各一部ずつ同封し、必ず郵便（簡易書留）で
ご送付ください。
《助成申請書の入手方法》
https://www.seiho.or.jp/activity/social/senior
《問い合わせ先・申請書送付先》
生命保険協会 広報部内「元気シニア応援活動」事務局
〒100-0005
東京都千代田区丸の内3丁目4番1号 新国際ビル3階
TEL:03-3286-2643 FAX:03-3286-2730

※詳しくは、それぞれの助成元団体の
ホームページ募集要項をご確認ください

《応募期間》
2019年８月16日

(金) まで
当日消印有効

助成金インフォメーション

◆ 街づくり夢基金
第17回

助成事業募集
「暮らしの場である地域に、あったらいいさまざ
まな事業や活動を市⺠自⾝の手で創り出し、地域
がもっと暮らしやすい豊かな場になっていけば･･･
このために、新しく踏み出す人や新しい試みを支
援していこう！」ーこの趣旨に賛同する市⺠が1⼝
100円を毎月拠出したお金を財源に、助成事業を
おこなっている。選考にあたって、拠出する人た
ちが『共感』することを大切にしている。
《選考にあたり重視される点》
①申請団体が、⾮営利、草の根型であること
②街づくり夢基金への拠出者が推薦する団体
③法人格は問いません
④実現への道すじが具体的であること
⑤助成金の使い方が具体的であること
《助成金額》
総額120万円
《募集期間》
2019年8月1日（⽊）〜8月31日（⼟）
《募集要項・申請書》
http://www.yumekikin.com/ からダウンロード
《問い合わせ・申請先》
生協エスコープ大阪内 街づくり夢基金
〒590-0151 堺市南区小代727
TEL:072-293-4660 FAX:072-341-0022

◆ 2019年度国内助成プログラム募集要項
未来の担い手と創造する持続可能なコミュニティ

−地域に開かれた活⼒ある課題解決の仕組みを通じてー
《助成の対象》
１．社会的な意義が大きいこと
２．内外の課題を先取りするものであること
３．未来志向であること
４．持続可能性、発展可能性があること
５．波及効果が期待されること
《応募方法》
応募者専用ページより、基本情報および企画書を送信

して下さい。
《助成金額》助成内容により設定（上限100万円〜）
《応募期間》
2019年8月19日(月)午前9時〜9月30日(月)午後3時
《問い合わせ先》
公益財団法人トヨタ財団 国内助成プログラム
〒163-0437 東京都新宿区⻄新宿2丁目1番1号

新宿三ビル37階
TEL:03-3344-1701 FAX:03-3342-6911
Email：ℊp4ca＠toyotafound.or.jp
http://www.toyotafoun.or.jp/

《応募期間》
2019年9月6日

(金) まで

◆ 未来を強くする子育てプロジェクト
《趣旨》
より良い子育て環境づくりに取り組む個人・団体
を募集。各地域の参考になる特徴的な子育て支援
活動を社会に広く紹介し、他地域への普及を促す
ことで、子育て環境を整備し、子育て不安を払拭
することを目的とする。
《内容/対象》
地域において子育て環境づくりに取り組む団体や個人
《表彰》
スミセイ未来大賞 表彰盾・副賞100万円（2組程度）
スミセイ未来賞 表彰盾・副賞50万円（10組程度）
《応募方法》
「未来を強くする子育てプロジェクト」のサイト
http://www.sumitomolife.co.jpで、応募用紙をダウ
ンロード・記入し必要資料と一緒に送付

《宛先・問い合わせ先》
住友生命保険相互会社
「未来を強くする子育てプロジェクト」事務局
〒102-0072 東京都千代田区飯田橋2-14-7 光ビル
TEL:03-3265-2283（平日10:00〜17:30）

https://www.seiho.or.jp/activity/social/senior
http://www.yumekikin.com/
http://www.sumitomolife.co.jp

